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一
七
二

は
じ
め
に

二
十
世
紀
中
國
で
は
、
西
洋
思
想
の
受
容
に
伴
い
自
國
の
藝
術
文
化
の
再
考
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、特
にG

. E. 
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』（
一

七
六
六
）
は
重
要
な
參
照
項
で
あ
っ
た
。
錢
鍾
書
（
一
九
一
〇
～
九
八
）
の
「『
ラ

オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む（

１
）」（

一
九
六
二
）
は
、
こ
の
著
に
對
す
る
批
判
的
應
答
を
行
い

つ
つ
、
古
今
東
西
の
學
識
を
驅
使
し
て
中
國
詩
（
漢
詩
）
を
再
檢
討
す
る
こ
と
で
、

二
十
世
紀
中
國
の
文
學
硏
究
を
代
表
す
る
諸
論
點
を
提
示
し
た
。

『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
は
詩
と
繪
畫
の
境
界
設
定
を
主
要
な
論
點
と
し
た
書
物
で
あ

り
、
錢
鍾
書
は
こ
れ
を
踏
ま
え
中
國
の
詩
と
繪
畫
の
關
係
を
再
檢
討
し
た
。
先
學

に
は
、
詩
と
繪
畫
の
連
關
を
强
調
し
て
き
た
中
國
古
來
の
藝
術
論
の
傳
統
は
『
ラ

オ
コ
ー
ン
』
の
理
論
的
背
景
と
齟
齬
す
る
も
の
で
あ
り
、
錢
鍾
書
の
論
は
成
立
し

な
い
と
否
認
す
る
意
見
も
あ
る（

２
）。
し
か
し
、
一
方
で
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
は
詩
と
繪

畫
の
共
通
點
に
も
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
詩
的
言
語
に
關
す
る
分
析
の
意
義
は
西

洋
美
學
史
上
で
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

３
）。
錢
鍾
書
は
「
中
國
詩
と
中
國
畫
」（
一

九
三
九
）
に
お
い
て
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
參
照
し
、
詩
と
繪
畫
が
「
雙
子
の
姉
妹
」

だ
と
も
述
べ
て
い
る（

４
）。
錢
鍾
書
は
表
面
的
に
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
引
用
す
る
の
で

は
な
く
、
理
論
的
に
咀
嚼
し
た
う
え
で
應
用
し
て
い
る
た
め
、「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』

を
讀
む
」
の
構
造
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
で
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
錢
鍾

書
の
提
示
し
た
い
く
つ
か
の
結
論
を
評
價
し
文
學
作
品
の
分
析
に
運
用
す
る
先
例

も
多
い（

５
）が
、彼
の
論
が
形
成
さ
れ
た
文
脉
を
十
分
意
識
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

む
し
ろ
錢
鍾
書
の
論
考
の
學
術
的
價
値
は
、
そ
の
構
築
過
程
に
お
い
て
西
洋
思
想

を
批
判
的
に
受
容
し
、
中
國
文
化
の
再
檢
討
に
應
用
し
た
と
い
う
點
に
こ
そ
存
す

る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
本
論
は
、「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」
に
お
け
る
最
も
理
論
的
に
大
成

さ
れ
た
論
點
の
一
つ
、「
虛
色
」
論
に
焦
點
を
絞
り
、
そ
の
構
築
に
際
し
て
彼
が

古
今
東
西
の
ど
の
よ
う
な
思
想
を
繼
承
・
發
展
さ
せ
た
か
、
ま
た
こ
れ
ら
思
想
の

元
來
の
文
脉
と
比
べ
て
ど
こ
に
獨
自
性
が
求
め
ら
れ
る
か
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

錢
鍾
書
の
論
考
は

な
文
體
を
と
り
、
論
證
過
程
を
詳
し
く
朙
記
し
て
い
な
い

た
め
、
彼
が
參
照
し
た
東
西
の
思
想
を
そ
の
㊟
釋
や
背
景
に
從
っ
て
讀
み
解
く
作

業
が
不
可
缺
で
あ
る
。
以
下
、「
虛
色
」
論
が
い
か
な
る
文
脉
に
お
い
て
提
示
さ

れ
た
か
（
第
一
章
）、
い
か
な
る
も
の
か
（
第
二
章
）
を
說
朙
し
た
上
で
、
そ
の
構

築
過
程
を
錢
鍾
書
が
參
照
し
た
諸
理
論
を
踏
ま
え
檢
討
す
る
（
第
三
、
四
章
）。
最

後
に
、「
虛
色
」論
の
錢
鍾
書
思
想
全
體
に
お
け
る
重
要
性
を
槪
觀
す
る
（
第
五
章
）。

錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
の
構
造
―
東
西
思
想
の
交
涉

―

�

丁
　
　

乙

 



錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
の
構
造

一
七
三

例
え
ば
、
錢
鍾
書
は
諸
物
體
の
總
體
と
し
て
の
「
情
緖
的
雰
圍
氣
」
の
表
現
に

お
け
る
詩
の
優
位
を
主
張
す
る
際
に
、
バ
ー
ク
の
『
崇
高
と
美
の
觀
念
の
起
源
に

つ
い
て
の
哲
學
的
考
察
』（
初
版
一
七
五
七
、
第
二
版
五
九
年
）
第
五
部
第
七
節（
９
）を
論

據
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔
詩
は
〕
具
體
的
な
事
物
を
描
寫
す
る
際
に
、
抽
象
的
或
い
は
槪
括
的
な
字

句
を
插
入
す
る
こ
と
で
、
全
て
を
包
括
す
る
雄
渾
な
氣
象
を
う
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
〔
バ
ー
ク
の
論
じ
る
通
り
〕
ミ
ル
ト
ン
が
地
獄
の
ど
ん
よ

り
と
し
て
暗
く
凄
慘
な
山
、
谷
、
湖
、
沼
等
を
描
寫
す
る
際
に
、「
死
の
宇

宙
（a universe of death

）」
の
一
言
に
總
括
し
た
よ
う
に（

（1
（

。

バ
ー
ク
の
立
場
で
は
、「
地
獄
」
と
い
う
物
體
を
表
現
す
る
際
、
そ
の
諸
部
分
で

あ
る
「
山
」「
谷
」「
湖
」「
沼
」
を
各
々
描
寫
す
る
の
で
は
な
く
、「
死
の
宇
宙
」

と
い
う
「
抽
象
的
」「
槪
括
的
」
な
言
葉
を
用
い
る
こ
と
を
㊒
效
と
す
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
言
語
表
現
の
可
能
性
は
、
次
節
で
詳
述
す
る
よ
う
に
レ
ッ
シ
ン
グ
に
は

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

無
論
、
レ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
反
論
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
レ
ッ
シ
ン
グ
の
規
定
範

圍
を
嚴
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い（

（1
（

が
、
錢
鍾
書
に
お
け
る
レ
ッ
シ

ン
グ
へ
の
應
答
の
意
義
を
考
察
す
る
と
い
う
本
論
の
關
心
か
ら
は
、
兩
者
の
枠
組

み
が
重
な
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
理
論
的
對
決
が
よ
り
朙
確
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

彼
の
上
記
の
二
つ
の
反
論
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
第
二
の
立
場
に
㊟
目
し
た
い
。

第
二
章
　「
虛
色
」
論
の
提
示
：
記
號
論
に
よ
る
捉
え
直
し

一
つ
の
物
體
內
部
に
ま
つ
わ
る
詩
的
表
現
を
め
ぐ
る
錢
鍾
書
の
議
論
は
、
更
に

幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
「
虛
色
」
と
い
う

物
體
の
一
部
分
、
色
彩
の
表
現
に
關
す
る
議
論
は
と
り
わ
け
重
要
と
考
え
ら
れ

る（
（1
（

。

第
一
章
　「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」：
レ
ッ
シ
ン
グ
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
批
判
的
應
答

「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」
は
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
見
解
を
基
本
的
に
承
認
し

た
上
で
、
レ
ッ
シ
ン
グ
が
た
ど
り
着
い
た

な
結
論
に
收
め
ら
れ
な
い
實
例
を

取
り
上
げ
、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
論
を
補
强
し
つ
つ
、
批
判
的
に
發
展
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

錢
鍾
書
は
ま
ず
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
中
心
的
結
論
に
あ
た
る
第
十
五
・
十
六
章

を
次
の
よ
う
に
槪
觀
す
る
。「
繪
畫
は
『
物
體
（Körper

）』
あ
る
い
は
形
態
を
表

現
す
る
こ
と
に
、
對
し
て
詩
は
『
行
爲
（H

andlungen

）』
あ
る
い
は
出
來
事
を

表
現
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る（

６
）」。
そ
の
上
で
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
更
に
「
物
體
」

と
「
行
爲
」
を
そ
れ
ぞ
れ
認
識
の
二
つ
の
基
本
的
範
疇
、
空
閒
と
時
閒
に
結
び
付

け
、
繪
畫
を
空
閒
藝
術
と
し
て
、
詩
を
時
閒
藝
術
と
し
て
捉
え
る（

７
）。
つ
ま
り
レ
ッ

シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
繪
畫
は
空
閒
內
の
物
體
を
、
詩
は
時
閒
內
の
行
爲
を
表
現
す

る
こ
と
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
に
對
し
錢
鍾
書
は
、空
閒
內
の
物
體
を
表
現
す
る
と
い
う
點
に
お
い
て
も
、

中
國
詩
に
は
繪
畫
以
上
に
優
れ
た
表
現
を
も
つ
例
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
の
擧

げ
る
例
は
、
諸
物
體
の
總
體
と
し
て
の
表
現
と
、
一
つ
の
物
體
內
部
に
ま
つ
わ
る

表
現
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
分
類
で
歬
者
は
後
者
の
集
合

で
は
な
く
、
物
體
內
部
の
諸
部
分
を
無
視
し
た
、
物
體
と
物
體
と
の
相
互
關
係
や

配
置
の
問
題
、
雰
圍
氣
の
表
現
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
は
㊟
意
を
要
す
る
。

こ
の
二
つ
の
論
點
は
レ
ッ
シ
ン
グ
の
理
論
的
枠
組
み
と
の
距
離
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
、
第
二
の
立
場
の
方
が
よ
り
レ
ッ
シ
ン
グ
に
近
い
。
第
一
の
場
合
に
お
い
て

行
わ
れ
る
言
語
表
現
の
典
型
は
、
む
し
ろ
西
洋
十
八
世
紀
に
レ
ッ
シ
ン
グ
と
異
な

る
立
場
を
と
っ
た
、E.

バ
ー
ク
の
詩
畫
比
較
論
に
見
ら
れ
る（
８
）。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
七
四

グ
の
記
號
觀
に
お
い
て
は
、
記
號
と
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
と
の
類
似
性
が
要
求

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
記
號
と
は
一
般
に
混
然
と

し
た
認
識
（
感
性
的
直
觀
）
を
判
朙
（
對
象
の
諸
部
分
の
分
析
的
認
識
）
に
す
る
手
段

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
藝
術
の
理
想
で
あ
る
美
の
在
處
は
歬
者
に
あ
る
ゆ
え
、
判

朙
性
を
も
つ
言
語
的
記
號
が
い
か
に
し
て
感
性
的
直
觀
を
も
た
ら
す
か
が
課
題
と

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
享
受
者
の
感
官
に
記
號
表
示
さ
れ
る
對
象
物
が
い
わ
ば
直
接

表
象
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、從
っ
て
記
號
自
體
は
透
朙
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

記
號
そ
れ
自
體
で
は
な
く
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
へ
の
認
識
が

ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
美
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム（

（1
（

と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
は
バ
ー
ク
の
考
え
る

よ
う
な
抽
象
的
・
槪
括
的
な
詩
的
言
語
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。

錢
鍾
書
は
「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」
の
中
で
、
レ
ッ
シ
ン
グ
が
諬
蒙
主
義

的
記
號
論
を
引
き
繼
い
で
い
る
こ
と
に
も
㊟
意
し
て
い
る（

（1
（

が
、
む
し
ろ
「
虛
色
」

論
に
お
い
て
は
「
記
號
」
の
、「
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
」
と
は
異
な
る
認
識
を

も
た
ら
す
可
能
性
に
㊟
目
し
て
い
る
。
以
下
、こ
う
し
た
彼
の
記
號
觀
を
踏
ま
え
、

「
虛
」槪
念
の
內
實（
第
三
章
）と「
虛
」表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム（
第
四
章
）に
つ
い
て
、

錢
鍾
書
の
論
を
整
理
し
た
上
で
、
彼
の
參
照
し
た
西
洋
理
論
の
文
脉
か
ら
考
察
を

加
え
る
。

第
三
章
　「
虛
」
概
念
の
內
實

第
一
節
　「
虛
」
概
念
の
構
築
：
汪
中
・『
孟
子
』・
ル
ソ
ー

錢
鍾
書
に
よ
る
「
虛
」
槪
念
の
說
朙
は
「
虛
數
」
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
進
め

ら
れ
る
。「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」
に
お
い
て
、
錢
鍾
書
は
淸
の
汪
中
の
『
述

學
』
內
篇
一
「
釋
三
九
」
上
篇
を
提
示
し
、
詩
文
の
表
現
に
は
「
實
數
」
と
「
虛

數
」
が
あ
り
、「
こ
の
重
要
な
修
辭
法
は
數
字
以
外
に
、
例
え
ば
色
を
表
す
字
に

も
廣
げ
ら
れ
る（

（2
（

」
と
い
う
。「
釋
三
九
」
は
、
數
字
「
三
」
と
「
九
」
に
つ
い
て
、

「
虛
色
」
と
は
、
字
義
と
異
な
る
色
を
表
現
す
る
修
辭
法
を
指
す
。
錢
鍾
書
は

こ
れ
を
說
朙
す
る
た
め
に
複
數
の
例
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
が
、
な
か
ん
ず

く
蘇
軾
の
名
句
、「
一
朶
の
妖
紅
、
翠
に
し
て
流
れ
ん
と
欲
す（

（1
（

」
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
句
は
、
冬
の
☃
景
の
中
の
一
輪
の
赤
い
牡
丹
の
鮮
や
か
さ
を
表
現
し
て
い
る

が
、「
紅
」
の
ほ
か
に
「
翠
」
も
用
い
て
い
る
。
こ
の
「
翠
」
は
本
當
の
綠
色
を

指
す
の
で
は
な
く
、「
乃
ち
鮮
朙
の
貌
に
し
て
、
色
に
非
ず（

（1
（

」
と
い
う
。
つ
ま
り
、

こ
の
「
翠
」
は
牡
丹
の
赤
色
を
い
っ
そ
う
引
き
立
た
た
せ
る
「
鮮
朙
で
あ
る
さ
ま
」

と
解
釋
で
き
る
。
訓
讀
す
る
な
ら
ば
「
あ
ざ
や
か
」
で
あ
ろ
う
。
㊟
意
す
べ
き
は
、

こ
の
よ
う
な
解
釋
は
錢
鍾
書
の
獨
創
で
は
な
く
、
彼
も
提
示
す
る
よ
う
に
淸
の
馮

應
榴
『
蘇
詩
合
㊟
』
や
南
宋
の
王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
に
す
で
に
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る（

（1
（

。
錢
鍾
書
は
古
典
的
な
㊟
釋
を
踏
ま
え
つ
つ
新
た
に
發
展
さ
せ
、
字
義
通

り
に
機
能
す
る
「
紅
」
を
「
實
色
」、
そ
う
で
な
い
「
翠
」
を
「
虛
色
」
と
規
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
議
論
は
後
に
、錢
鍾
書
の
集
大
成
の
作
『
管
錐
編
』（
一
九
七
九
）
に
て
「
虛
」

論
の
形
で
旉
衍
さ
れ
る
。
な
お
、中
國
古
典
藝
術
論
の
鍵
と
な
る
「
虛
」
槪
念
は
、

多
種
多
樣
な
解
釋
を
許
容
す
る（

（1
（

が
、
こ
こ
で
は
錢
鍾
書
が
批
判
的
に
應
答
し
よ
う

と
す
る
レ
ッ
シ
ン
グ
の
用
語
法
に

し
て
捉
え
直
し
た
い
。

レ
ッ
シ
ン
グ
の
用
語
法
は
諬
蒙
主
義
的
美
學
の
記
號
論
に
裏
付
け
ら
れ
て
お

り（
（1
（

、
記
號
を
媒
體
と
す
る
藝
術
を
「
記
號
／
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
」（
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
い
う
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
／
シ
ニ
フ
ィ
エ
」
に
相
當
す
る
）
と
い
う
構
造
で
論
じ
て

い
る
。
こ
の
構
造
に
從
え
ば
、錢
鍾
書
の
い
う
字
義
通
り
に
捉
え
ら
れ
な
い
「
虛
」

は
、「
記
號
」
と
「
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
」
と
の
類
似
性
―
記
號
論
的
に
言

え
ば
記
號
の
「
自
然
性
」
―
を
缺
い
て
い
る
と
い
う
事
態
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
「
虛
」
を
記
號
論
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
錢
鍾
書
と
レ
ッ
シ
ン
グ

の
立
場
の
根
本
的
な
相
違
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
レ
ッ
シ
ン



錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
の
構
造

一
七
五

こ
と
に
關
わ
る
と
錢
鍾
書
は
說
朙
す
る（

（2
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、「
虛
／
實
」
は
記
號

と
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
と
の
關
係
に
か
か
わ
る
―
兩
者
の
類
似
性
が
あ
れ

ば
、「
實
」、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
虛
」
と
な
る
。
な
お
、
㊟
意
す
べ
き
は
、
記
號

と
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
が
類
似
し
て
い
な
い
場
合
、發
話
者
の
「
志
」
は
「
誠
」

と
「
僞
」
兩
方
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
錢
鍾
書
の
考
え
る
「
虛
」
は
必
ず
「
誠
」

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

言
葉
に
お
け
る
「
虛
」
は
、「
僞
」
で
は
な
い
。
對
象
物
〔
と
の
關
係
〕
を
問

え
ば
「
實
」
で
は
な
い
が
、〔
發
話
者
の
〕
本
來
の
心
が
「
誠
」
で
な
い
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る（

（2
（

。

「
虛
」
の
記
號
の
成
立
は
、
發
話
者
の
「
誠
」
を
要
件
と
す
る
。
こ
の
「
誠
」
が

具
體
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
錢
鍾
書
が
こ
の
箇
所
の
脚
㊟
に

提
示
し
たJ. J. 

ル
ソ
ー
『
孤
獨
な
散
步
者
の
夢
想
』（
一
七
七
六
年
か
ら
執
筆
さ
れ

は
じ
め
、
一
七
八
二
年
に
出
版
）「
第
四
の
散
步
」
の
「
虛
構
（fiction

）」
と
「
噓

（m
ensonge

）」
と
い
う
對
槪
念
か
ら
推
察
で
き
る
。

ル
ソ
ー
は
「
第
四
の
散
步
」
に
て
「
噓
の
倫
理
學
的
な
考
察
」、
噓
の
成
立
條

件
や
種
類
と
い
う
、
事
實
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
た
言
論
の
善
惡
の
評
價
基
準
を

論
じ
て
い
る（

（2
（

。
錢
鍾
書
の
參
照
す
る
「
噓
」
と
「
虛
構
」
の
區
別
は
、
以
下
の
箇

所
に
見
ら
れ
る
。

自
分
の
利
益
の
た
め
の
噓
を
つ
く
こ
と
は
詐
欺
、
他
人
の
た
め
の
噓
を
つ
く

こ
と
は
欺
瞞
、
人
を
傷
つ
け
る
た
め
に
噓
を
つ
く
こ
と
は
誹
謗
中
傷
で
あ
り

―
こ
れ
が
最
も
卑
怯
な
噓
で
あ
る
。
自
分
に
も
他
人
に
も
何
の
得
に
も
損

に
も
な
ら
な
い
噓
を
つ
く
こ
と
は
、
噓
を
つ
く
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
噓

で
は
な
く
、
た
だ
の
「
虛
構
」
で
あ
る（

（2
（

。

ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、「
噓
（m

ensonge

）」
も
し
く
は
「
噓
を
つ
く
こ
と
（m

entir

）」

と
、
そ
う
で
な
い
「
虛
構
（fiction

）」
と
の
區
別
は
「
誰
々
の
た
め
」
と
い
う
利

實
際
の
數
量
と
し
て
確
認
で
き
る
場
合
と
、
單
に
多
さ
を
表
現
す
る
場
合
と
に
區

別
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
古
代
の
男
子
の
成
人
儀

式
で
あ
る
「
三
加
」
は
歬
者
、『
論
語
』「
季
文
子
、
三
た
び
思
い
て
而
る
後
に
行

う
」
は
後
者
で
あ
る（

（2
（

。

錢
鍾
書
は
『
管
錐
編
』「
毛
詩
正
義
」
二
六
則
に
、「
虛
數
」
を
修
辭
法
と
認
め

る
の
は
よ
り
早
く
十
六
世
紀
の
楊
愼
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を
詳
述
し
て
い
る
。
汪

中
の
論
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
理
由
は
、「
釋
三
九
」
中
篇
の
「
曲
」（
換
喩
）

と
「
形
容
」（
誇
張
）
の
論
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
數
字
に
限
ら
ず
よ
り
廣
い
範

圍
の
修
辭
法
に
擴
大
し
た
こ
と
に
あ
る（

（2
（

。
と
い
う
の
は
、「
虛
」
の
修
辭
法
は
「
事

柄
を
述
べ
た
り
情
を
抒
べ
た
り
、あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る（

（2
（

」
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
彼
は
、
こ
う
し
た
修
辭
法
に
關
す
る
指
摘
を
、「
虛
數
」
論
以
歬
、『
孟
子
』

思
想
に
ま
で
遡
り
、
從
來
な
か
っ
た
視
點
か
ら
『
孟
子
』
を
再
解
釋
す
る
。

錢
鍾
書
は
『
孟
子
』「
萬
章
」
の
「
文
を
以
て
辭
を
害
せ
ず
、
辭
を
以
て
志
を

害
せ
ず（

（2
（

」
と
い
う
命
題
に
㊟
目
す
る
。
こ
れ
は
『
詩
經
』
に
つ
い
て
、
一
つ
の
文

字
に
拘
わ
っ
て
一
句
の
意
味
を
、
ま
た
一
句
に
拘
わ
っ
て
詩
全
體
の
意
味
を
誤
る

こ
と
が
な
い
よ
う
說
く
も
の
で
あ
る
。
錢
鍾
書
は
「
辭
」
と
「
志
」
の
關
係
が
眞

に
示
唆
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

文
學
の
言
葉
と
い
う
も
の
に
は
、「
虛
」
で
あ
る
が
「
僞
」
で
な
い
も
の
、

「
誠
」
で
あ
る
が
「
實
」
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
言
葉
の
「
虛
」「
實
」
と
「
誠
」

「
僞
」
と
は
、
互
い
に
關
連
し
つ
つ
も
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
別
々
の
も
の

で
あ
る（

（2
（

。

こ
こ
で
は
「
虛
」
槪
念
の
ほ
か
に
、
關
連
す
る
「
僞
」「
誠
」「
實
」
と
い
う
諸
槪

念
も
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
槪
念
に
つ
い
て
、「
誠
／
僞
」
は
「
發
話
者
の
心
の
意
を
示
し
、
孟

子
の
い
う
『
志
』」
に
關
わ
り
、「
虛
／
實
」
は
「
言
わ
れ
た
事
物
を
檢
證
す
る
」
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え
方
の
差
異
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

レ
ッ
シ
ン
グ
は
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
に
お
い
て
繰
り
﨤
し
藝
術
作
品
の
形
成
に
對

す
る
藝
術
家
の
作
用
に
言
及
し
て
い
る
が
、
彼
の
理
解
す
る
「
藝
術
家
」
は
基
本

的
に
美
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
枠
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
が
依
據
し
て
い
る
模
倣
說（

（3
（

の
用
語
で
言
え
ば
、
自
然
の
「
原
像
」

を
模
倣
し
、「
模
像
」
に
お
い
て
美
を
實
現
す
る
技
術
的
專
門
家
を
指
す
。
レ
ッ

シ
ン
グ
の
考
え
る
模
倣
は
、
單
な
る
複
寫
の
意
味
で
は
な
い
が
、
所
產
と
し
て
の

「
模
像
」
は
藝
術
家
自
身
の
精
神
的
個
性
で
は
な
く
、「
原
像
」
の
本
來
的
形
相
や

構
造
に
規
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
對
し
、
錢
鍾
書
の
論
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
元
來

自
然
界
の
赤
い
牡
丹
に
は
存
在
し
な
い
「
翠
」
の
要
素
を
、
藝
術
家
の
創
造
に
よ

っ
て
作
品
に
反
映
さ
せ
る
事
態
が
賞
贊
さ
れ
る
。

『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
成
立
し
た
十
八
世
紀
中
葉
か
ら
末
葉
の
西
歐
に
お
い
て
は
、

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
美
學
は
な
お
支
配
的
で
あ
り
つ
つ
も
、
近
代
的
藝
術
觀

へ
の
轉
換
朞
に
あ
た
り
、
藝
術
家
の
立
場
、
ま
た
そ
れ
に

應
す
る
享
受
者
の
立

場
を
組
み
込
み
つ
つ
あ
っ
た（

（3
（

。
レ
ッ
シ
ン
グ
の
立
場
は
よ
り
傳
統
的
な
藝
術
觀
に

屬
し
、
他
方
で
錢
鍾
書
の
援
用
し
た
ル
ソ
ー
は
ま
さ
に
こ
の
轉
換
過
程
に
あ
る
。

ル
ソ
ー
の
著
書
は
基
本
的
に
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
に
從
い
な
が
ら
も
、
精

神
的
個
性
を
持
つ
近
代
的
意
味
で
の
藝
術
家
の
存
在
が
讀
み
取
れ
る
。
例
え
ば
彼

の
自
傳
的
な
小
說
、『
吿
白
』
は
彼
の
人
格
存
在
の
集
約
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、『
新

エ
ロ
イ
ー
ズ
』
や
『
エ
ミ
ー
ル
』
は
作
中
人
物
と
作
者
自
身
を
同
化
さ
せ
、
歬
者

を
通
し
て
後
者
の
個
性
を
讀
者
に
直
逹
さ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
あ
る
こ
と
が
す

で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち

讀
者
が
テ
ク
ス
ト
を
實
話
と
し
て
信
じ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
必
須
の

歬
提
と
し
、
作
品
の
構
造
が
作
者
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
れ
に
對
し
、
早
朞
か
ら
ル
ソ
ー
の
著
に
親
し
ん
で
い
た
錢
鍾
書
は（

（3
（

、
イ
リ
ュ

益
の
關
與
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
判
斷
基
準
に
よ
っ
て
い
る
。
利
益
と
關
わ
ら
な

い
よ
う
な
言
論
は
「
虛
構
」
で
あ
り
、
そ
の
典
型
例
は
書
物
の
世
界
に
あ
る（

（3
（

。
だ

が
、
發
話
行
爲
の
樣
々
な
場
面
・
事
態
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
つ
の
言
論
が
結
果
と

し
て
與
え
る
影
響
に

し
て
そ
れ
に
利
益
の
關
與
が
あ
る
か
否
か
を
判
斷
す
る
こ

と
は
極
め
て
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ル
ソ
ー
は
「
噓
」
と
「
虛
構
」
を
峻
別
す
る
た

め
に
、言
語
の
結
果
と
し
て
の
反
響
で
は
な
く
、發
話
者
の
衟
德
觀
と
關
わ
る
「
意

圖
」
と
い
う
基
準
を
提
示
し
、「
心
か
ら
眞
實
を
求
め
る
氣
持
ち
」
さ
え
あ
れ
ば
、

事
實
に
反
し
て
い
て
も
「
虛
構
」
と
認
め
る（

（3
（

。

錢
鍾
書
の
議
論
に
立
ち
戾
る
と
、ル
ソ
ー
の
い
う
「
噓
／
虛
構
」
は
「
僞
／
虛
」

に
相
當
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、「
噓
＝
僞
」
か
ら
峻
別
さ
れ
る
「
虛
構

＝
虛
」
の
成
立
が
發
話
者
の
衟
德
的
な
意
圖
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
錢
鍾
書
の
い

う
「
誠
」
は
そ
の
意
圖
の
利
害
的
無
關
心
性
を
指
す
こ
と
も
朙
ら
か
に
な
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
る
と
、
歬
述
の
蘇
軾
の
牡
丹
を
描
寫
す
る
句
の
場
合
、
詩
人
は
「
翠
」

を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
讀
者
に
牡
丹
が
綠
で
あ
る
と
誤
解
さ
せ
た
り
、
閒
違

っ
た
情
報
を
わ
ざ
と
敎
え
た
り
す
る
こ
と
を
意
圖
し
た
も
の
（「
僞
」）
で
は
な
く
、

單
に
牡
丹
の
赤
色
を
傳
え
よ
う
と
し
た
も
の
（「
誠
」）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
錢
鍾
書
は
汪
中
の
古
典
詩
論
、「
虛
數
」
論
に
基
づ
い
て
「
虛
」
槪
念

を
構
築
し
、
更
に
『
孟
子
』
思
想
や
西
洋
の
ル
ソ
ー
の
思
想
を
援
用
し
再
解
釋
す

る
こ
と
で
、「
虛
」
は
事
實
に
反
し
て
い
る
が
、
發
話
者
の
意
圖
に
よ
っ
て
、「
僞
」

で
は
な
く「
虛
構
」と
し
て
保
證
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。

第
二
節
　「
虛
」
概
念
の
獨
自
性
：
藝
術
家
の
意
圖
の
役
割

歬
述
の
よ
う
に
、
詩
的
言
語
に
關
し
て
、
錢
鍾
書
は
記
號
と
記
號
表
示
さ
れ
る

も
の
が
類
似
し
て
い
な
い
場
合
を
設
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
レ
ッ
シ
ン
グ
の
記
號

論
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
相
違
は
發
話
者
（
藝
術
家
）
の
意
圖
に
對
す
る
捉
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七
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反
對
し
、
ま
さ
に
肉
眼
の
喪
失
に
よ
っ
て
こ
そ
優
れ
た
詩
が
書
け
た
と
い
う
。
そ

の
際
に
、對
槪
念
「
肉
眼
（das leibliche Auge

）」
と
「
心
眼
；
內
な
る
眼
（das 

innere Auge

）」
を
用
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
が
肉
眼
を
持
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
私
の
肉
眼
の
領
域
が

同
時
に
ま
た
私
の
心
眼
の
領
域
で
も
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
そ
う
し
た

制
限
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
、
肉
眼
の
喪
失
に
大
き
な
價
値
を
お
く
で
あ

ろ
う（

（3
（

。

レ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ミ
ル
ト
ン
は
心
眼
の
範
圍
を
肉
眼
の
制
約
よ
り
さ
ら
に

擴
大
し
た
た
め
に
、
詩
作
に
優
れ
て
い
る
。
こ
の
「
心
眼
」
は
、
朱
光
潛
が
後
に

仕
上
げ
た
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
中
國
語
譯
の
譯
㊟
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
肉
體

的
視
覺
と
對
比
さ
れ
る
「
想
像
力
」
に
相
當
す
る（

（4
（

。

錢
鍾
書
の
い
う
「
虛
色
」
も
ま
た
想
像
力
に
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質

は
以
下
の
よ
う
に
說
朙
さ
れ
る
。

假
に
あ
る
畫
家
が
蘇
軾
の
「
冬
日
の
牡
丹
」
を
題
材
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は

た
だ
一
輪
の
赤
い
牡
丹
あ
る
い
は
一
輪
の
極
め
て
生
き
生
き
し
た
赤
い
牡
丹

の
み
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
赤
く
て
「
翠
」
の
芲
を
描
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
た
と
え
彼
が
描
け
る
と
し
て
も
、
そ
う
描
く
べ
き
で
は
な
い
。
と
い

う
の
は
、「
翠
」
は
こ
こ
で
「
紅
」
と
は
全
く
別
の
範
疇
に
屬
す
る
色
の
字

だ
か
ら
で
あ
る（

（4
（

。

「
虛
色
」
は
視
覺
的
に
實
踐
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
視
覺
的
に
實
踐
す
べ
き

で
な
い
。
そ
の
理
由
は
錢
鍾
書
に
よ
れ
ば
、「
虛
色
」
に
は
「
感
情
の
價
値

（G
efühlsw

ert

）」
の
み
が
あ
り
、「
直
觀
の
價
値（

（4
（

（Anschauungsw
ert

）」
が
な

い
こ
と
に
あ
る
。「
感
情
の
價
値
／
直
觀
の
價
値
」
の
對
槪
念
に
關
し
て
、
錢
鍾

書
は
自
㊟
に
言
語
學
者
エ
ル
ト
マ
ン
（K. O

. Erdm
ann

、一
八
五
八
～
一
九
三
一
年
）

の
『
言
葉
の
意
味
』（
初
版
一
九
〇
〇
年
、
第
二
版
一
九
一
〇
年
）
を
提
示
し
て
い
る
。

ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
構
造
を
持
た
な
い
「
虛
」
の
成
立
に
お
け
る
作
者
の
「
誠
」
を

論
じ
る
際
、ル
ソ
ー
の
「
第
四
の
散
步
」
に
㊟
目
し
て
い
る
。「
第
四
の
散
步
」
は
、

『
吿
白
』
の
關
連
箇
所
を
よ
り
理
論
的
に
展
開
し
、
噓
を
つ
く
こ
と
の
多
種
多
樣

な
場
面
を
分
析
す
る
た
め
に
、
書
物
の
成
立
を
噓
も
し
く
は
虛
構
の
例
と
し
て
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
書
物
の
正
當
性
（
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
噓
で
な

く
虛
構
で
あ
る
か
否
か
）を
作
者
の
意
圖
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
寓
話
の
文
體
を
、

眞
理
を
直
觀
的
に
認
識
さ
せ
る
目
的
か
ら
規
定
す
べ
き
だ
と
强
く
主
張
す
る
レ
ッ

シ
ン
グ
の
立
場
と
は
朙
確
に
異
な
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
ル
ソ
ー
の
議
論
は
イ
リ
ュ
ー
ジ

ョ
ニ
ズ
ム
の
枠
組
み
か
ら
脫
し
て
い
な
い
が
、
書
物
の
性
質
を
規
定
し
う
る
作
者

の
意
圖
の
も
つ
役
割
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら
み
れ
ば
、
錢
鍾

書
は
ル
ソ
ー
の
こ
の
箇
所
の
獨
自
性
を
見
出
し
、
更
に
作
者
の
意
圖
が
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
不
在
の
場
合
に
發
揮
さ
れ
う
る
こ
と
を
よ
り
朙
確
に
し
た
と
言
え

る
。

第
四
章
　「
虛
」
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

第
一
節
　「
虛
」
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
：
レ
ッ
シ
ン
グ
・
エ
ル
ト
マ
ン

以
下
、修
辭
法
と
し
て
の
「
虛
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。「
虛
色
」

の
作
用
に
つ
い
て
錢
鍾
書
は
い
う
。

詩
人
が
事
物
を
描
寫
・
記
述
す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
ま
る
で
〔
虛
色
・
實
色

を
含
め
〕
二
三
種
の
色
が
調
和
あ
る
い
は
衝
突
し
て
い
る
よ
う
に
書
い
て
お

り
、
讀
者
の
心
眼
を
刺
激
す
る（

（3
（

。

「
心
眼
」
と
い
う
言
葉
は
、「
肉
眼
」
と
の
對
比
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
錢
鍾
書
の
用
法
は
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
原
著
の
用
語
に
近
い（

（3
（

。

レ
ッ
シ
ン
グ
は
同
著
第
十
四
章
に
お
い
て
、
詩
人
ミ
ル
ト
ン
が
た
だ
「
盲
目
」

と
い
う
點
で
ホ
メ
ロ
ス
に
類
似
す
る
だ
け
で
詩
は
優
れ
て
い
な
い
と
す
る
言
說
に



日
本
中
國
學
會
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七
十
三
集

一
七
八

よ
る
イ
メ
ー
ジ
を
產
出
さ
せ
る
」
こ
と
を
指
す（

（4
（

。
こ
こ
で
い
う
「
幻
覺
」
は
レ
ッ

シ
ン
グ
の
い
う
「
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
よ
り
範
圍
が
廣
く
、「
感
性
的
な
も
の
」

に
加
え
て
比
喩
の
よ
う
な
「
非
感
性
的
な
も
の
」
を
も
含
む（

（5
（

。「
直
觀
の
價
値
」

と
「
感
情
の
價
値
」
の
對
立
に
つ
い
て
、
エ
ル
ト
マ
ン
は
ゲ
ー
テ
の
「
生
命
の
黃

金
の
樹
は
綠
色
な
の
で
す
」
を
取
り
上
げ
、「
綠
」
は
「
ま
だ
あ
る
種
の
直
觀
の

價
値
を
持
っ
て
い
る
」
の
に
對
し
、「
黃
金
」
は
單
に
「
言
葉
の
感
情
の
價
値
」

に
基
づ
き
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る（

（5
（

。
こ
の
ゲ
ー

テ
の
例
は
、
錢
鍾
書
「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」
に
も
援
用
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
「
黃
金
」
は
西
洋
詩
で
は
「
貴
重
、
良
い
、
美
し
い
」
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
附
言
し
て
い
る（

（5
（

。

錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
に
立
ち
戾
る
と
、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
用
語
法
か
ら
す
れ
ば

「
虛
色
」
の
受
容
器
官
は
享
受
者
の
想
像
力
で
あ
り
、
ま
た
エ
ル
ト
マ
ン
の
理
論

か
ら
「
虛
色
」
は
槪
念
的
內
容
を
持
た
ず
、直
觀
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
な
い
「
感

情
の
價
値
」
の
み
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。

第
二
節
　「
虛
」
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
：
享
受
者
の
想
像
力
の
役
割

レ
ッ
シ
ン
グ
、
エ
ル
ト
マ
ン
、
錢
鍾
書
と
い
う
三
人
の
論
者
い
ず
れ
も
、
享
受

者
の
想
像
力
の
働
き
を
重
視
し
て
い
る
。
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
藝
術
の
效
果
の
逹
成

は
享
受
者
の
想
像
力
に
よ
る
と
朙
言
し
、『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
第
六
章
に
「
藝
術
作

品
の
內
に
我
々
が
美
し
い
と
見
出
す
も
の
、こ
れ
を
、我
々
の
目
で
は
な
く
、我
々

の
想
像
力
が
目
を
通
じ
て
美
し
い
と
思
う
の
で
あ
る（

（5
（

」
と
い
う
。

『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
中
で
、「
虛
色
」
論
と
類
似
す
る
よ
う
な
、詩
的
言
語
は
「
直

觀
の
價
値
」
を
も
た
ず
、
單
に
「
感
情
の
價
値
」
が
享
受
者
の
想
像
力
に
作
用
す

る
と
い
う
論
述
も
あ
る
。
そ
の
第
十
二
章
に
お
い
て
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
藝
術
の
表

現
對
象
を「
目
に
見
え
る（sichtbar

）」も
の
と
、「
目
に
見
え
な
い（unsichtbar

）」

エ
ル
ト
マ
ン
は
そ
の
第
四
章
「
言
葉
の
付
隨
的
な
意
味
と
感
情
の
價
値
」
に
お

い
て
、「
感
情
の
價
値
」
を
說
朙
し
て
い
る
。
彼
は
一
つ
の
言
葉
の
「
意
味
」
に

は
、「
槪
念
的
內
容
」
以
外
に
、
聞
き
手
に
「
心
的
作
用
」
を
與
え
る
部
分
も
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（4
（

。
こ
う
し
た
部
分
は
、「
言
語
的
表
現
に
と
っ
て
の
不

可
缺
な
手
段
で
あ
り
、
諸
文
體
の
あ
ら
ゆ
る
よ
り
纖
細
な
作
用
の
基
礎
と
な
る（

（4
（

」。

そ
の
中
に
、「
感
情
の
價
値
」
と
い
う
、「〔
聞
き
手
の
〕
反
應
と
し
て
生
じ
る
あ
ら

ゆ
る
感
情
」
を
喚
起
す
る
も
の
が
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
エ
ル
ト
マ
ン
は
さ
ら
に
言

葉
の
意
味
を
幾
つ
か
の
場
合
に
分
類
し
て
い
る
が
、
錢
鍾
書
が
「
虛
色
」
の
說
朙

に
用
い
る
の
は
、「
話
し
手
」
の
意
圖
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
「
感
情
の
價
値
」

で
あ
る（

（4
（

。
エ
ル
ト
マ
ン
の
例
に
從
え
ば
、
あ
る
「
醉
っ
拂
っ
た
（betrunken

）」

人
を
、「
ほ
ろ
醉
い
氣
分
の
（benebelt
）」
も
し
く
は
「
泥
醉
し
た
（besoffen

）」

と
い
う
際
、
聞
き
手
は
客
觀
的
な
事
態
の
み
な
ら
ず
「
話
し
手
の
心
的
狀
態
」
を

も
同
時
に
了
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
言
葉
は
い
ず
れ
も
同
じ
槪
念
的
內
容

（「
醉
っ
た
」）
を
も
つ
が
、
話
し
手
の
「
好
意
的
な
」
あ
る
い
は
「
荒
っ
ぽ
い
」
と

い
う
異
な
る
「
感
情
の
價
値
」
を
持
つ（

（4
（

。

ま
た
エ
ル
ト
マ
ン
は
、
露
骨
に
言
朙
し
た
く
な
い
事
柄
を
語
る
際
に
話
し
手
の

感
情
の
價
値
を
表
す
た
め
、
そ
の
言
葉
の
「
直
觀
的
な
內
容
」
を
減
ら
す
手
段
に

つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
妊
娠
し
て
い
る
」
こ
と
を
婉
曲
的
に
「
別

の
狀
況
に
い
る
（in anderen U

m
ständen sein

）」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ

る（
（4
（

。
こ
こ
で
は
、
感
情
の
價
値
と
言
葉
の
直
觀
的
內
容
と
の
閒
に
は
一
種
の
相
反

が
す
で
に
見
ら
れ
る
。

「
感
情
の
價
値
」
と
「
直
觀
の
價
値
」
の
對
立
の
可
能
性
に
關
す
る
朙
確
な
論

述
は
、『
言
葉
の
意
味
』
第
六
章
「
直
觀
的
な
表
現
法
」
に
見
ら
れ
る
。「
直
觀
的

表
現
」
と
は
、
話
し
手
が
聞
き
手
の
「
想
像
力
を
刺
激
し
」、
結
果
と
し
て
「
そ

れ
〔
想
像
力
〕
は
朙
晰
か
つ
生
き
生
き
と
し
た
幻
覺
（Phantasie

）
や
記
憶
力
に



錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
の
構
造

一
七
九

ュ
ー
ジ
ョ
ン
形
成
と
表
裏
一
體
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
規
範
は
視
覺
に
よ
っ
て

時
に
「
原
像
」
に
到
逹
し
う
る
繪
畫
の
形
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る（

（5
（

。
レ

ッ
シ
ン
グ
の
目
標
は
、
そ
う
し
た
繪
畫
の
形
態
と
の
比
較
に
お
い
て
詩
の
形
態
が

と
り
う
る
可
能
性
の
價
値
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
、
詩
を
模
倣
原
理
に

基
づ
く
繪
畫
の
對
比
物
と
し
て
正
確
に
設
定
す
る
た
め
、
象
徵
性
は
ま
さ
に
詩
的

言
語
が
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
質
的
な
缺
陷
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
對
し
、
錢
鍾
書
や
エ
ル
ト
マ
ン
は
詩
的
言
語
を
論
じ
る
際
に
、
繪
畫
を

範
型
と
す
る
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
枠
組
み
に
よ
ら
ず
、
む
し
ろ
詩
な
ら
で
は

の
言
語
的
特
徵
を
發
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場
を
と
る
。
實
際
、「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』

を
讀
む
」
の
結
論
部
に
お
い
て
、
錢
鍾
書
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
レ
ッ
シ
ン
グ

は
詩
と
繪
畫
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徵
を
持
っ
て
お
り
、
詩
の
表
現
可
能
性
は
繪
畫
よ

り
『
さ
ら
に
廣
い
』
と
認
め
て
い
る
。
…
〔
も
し
私
の
議
論
に
一
理
が
あ
る
な
ら
ば
、〕

詩
の
表
現
可
能
性
は
レ
ッ
シ
ン
グ
の
考
え
た
そ
れ
と
比
べ
て
更
に
幾
ら
か
廣
い
か

も
し
れ
な
い（

（5
（

」。
レ
ッ
シ
ン
グ
が
す
で
に
㊟
意
し
た
が
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の

枠
組
み
に
收
め
ら
れ
な
か
っ
た
詩
的
表
現
に
つ
い
て
、
錢
鍾
書
は
そ
の
枠
組
み
を

外
し
、
正
當
的
に
承
認
さ
れ
う
る
可
能
性
を
發
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

錢
鍾
書
は
さ
ら
に
、
エ
ル
ト
マ
ン
が
論
じ
た
修
辭
法
の
言
語
學
的
構
造
を
應
用

す
る
の
み
な
ら
ず
、「
虛
色
」
の
も
つ
鑑
賞
上
の
效
果
を
も
重
視
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
蘇
軾
の
牡
丹
を
描
寫
す
る
句
に
つ
い
て
、「
試
み
に
『
翠
に
し
て
流
れ

ん
と
欲
す
』
を
同
義
の
『
粲
に
し
て
流
れ
ん
と
欲
す
』
に
改
め
た
ら
、
こ
の
句
は

平
淡
無
味
と
な
り
、『
色
』
が
暗
澹
と
し
て
し
ま
う
」
と
い
う（

（6
（

。「
翠
」
は
た
だ
作

者
の
意
圖
す
る
「
き
わ
め
て
鮮
や
か
」
の
意
味
で
あ
り
、
槪
念
と
し
て
鑑
賞
者
は

た
だ
赤
い
牡
丹
の
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
取
る
。
し
か
し
、
そ
の
赤
さ
は
單
に
自
然
界

に
あ
る
牡
丹
の
そ
れ
で
は
な
く
、
想
像
力
に
よ
り
虛
色
「
翠
」
と
實
色
「
紅
」
が

衝
突
す
る
、藝
術
家
の
創
造
し
た
表
現
效
果
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
の
と
の
二
種
に
分
け
る
が
、
後
者
は
詩
的
表
現
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
。
例

え
ば
、
ホ
メ
ロ
ス
は
不
可
視
な
神
々
を
描
寫
す
る
際
に
、「
雲
」
や
「
霧
」
を
用

い
て
神
々
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
讀
者
は
そ
れ
ら
を
、
眞
の
「
雲
」
や
「
霧
」

で
は
な
く
、
不
可
視
な
神
々
の
象
徵
と
し
て
想
像
す
べ
き
で
あ
る（

（5
（

。

し
か
し
、
レ
ッ
シ
ン
グ
と
エ
ル
ト
マ
ン
・
錢
鍾
書
の
決
定
的
な
相
違
は
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
を
理
論
的
枠
組
み
に
す
る
か
否
か
と
い
う
點
に
あ
る
。『
ラ
オ
コ

ー
ン
』
の
中
心
的
結
論
が
述
べ
ら
れ
る
第
十
五
章
で
は
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
議
論
の

範
圍
を
「
詩
人
も
畫
家
も
共
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
目
に
見
え
る
事
物
の
み
」

に
制
限
し
、
上
記
の
よ
う
な
例
は
除
い
て
い
る（

（5
（

。
彼
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
枠
に

お
い
て
、
人
爲
的
約
束
事
と
し
て
働
い
て
い
る
詩
的
言
語
の
象
徵
性
を
止
揚
し
な

け
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。

こ
こ
で
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
中
心
的
結
論
を
原
文
に

し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

〔
大
歬
提
〕
も
し
も
繪
畫
が
模
倣
の
た
め
に
詩
と
は
全
く
異
な
る
手
段
あ
る

い
は
記
號
を
用
い
る
、
す
な
わ
ち
、
歬
者
は
空
閒
內
の
形
姿
と
色
彩
を
、
後

者
は
時
閒
內
の
分
節
音
を
用
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
正
し
い
な
ら
ば
、
そ
し

て
さ
ら
に
、〔
小
歬
提
〕
記
號
が
必
ず
記
號
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
も
の
と

適
切
な
關
係
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、〔
結
論
〕
竝
列
的
に

秩
序
づ
け
ら
れ
た
記
號
は
た
だ
竝
列
的
に
存
在
す
る
對
象
、
あ
る
い
は
そ
の

部
分
が
竝
列
的
に
存
在
す
る
對
象
を
表
現
し
う
る
の
み
で
あ
り
、
他
面
繼
起

的
な
記
號
は
、
繼
起
的
に
存
在
す
る
對
象
、
あ
る
い
は
そ
の
部
分
が
繼
起
的

に
存
在
す
る
對
象
を
表
現
し
う
る
の
み
で
あ
る（

（5
（

。

こ
の
箇
所
は
、
議
論
の
出
發
點
と
し
て
の
模
倣
原
理
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の

追
求
、
記
號
論
へ
の
關
心
の
增
大
と
い
っ
た
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
理
論
的
基
礎
、

な
い
し
當
時
の
藝
術
論
の
諸
特
徵
を
集
約
的
に
反
映
し
て
い
る
。㊟
意
す
べ
き
は
、

〔
小
歬
提
〕
に
示
さ
れ
る
記
號
と
記
號
表
示
さ
れ
る
も
の
の
㊜
切
な
關
係
は
イ
リ
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こ
う
し
て
、
レ
ッ
シ
ン
グ
が
正
面
か
ら
扱
っ
て
い
な
い
詩
的
言
語
の
表
現
可
能
性

を
、
錢
鍾
書
は
エ
ル
ト
マ
ン
の
理
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
虛
」
論
と
し
て
結
實
さ

せ
、
詩
的
言
語
の
根
本
を
な
す
も
の
と
し
て
再
評
價
し
た
の
で
あ
る
。

第
五
章
　
詩
的
言
語
の
本
質
と
し
て
の
「
虛
」

錢
鍾
書
は
『
管
錐
編
』「
毛
詩
正
義
」
二
六
則
に
お
い
て
、「
虛
」
は
詩
を
鑑
賞

し
解
釋
す
る
際
の
基
本
事
項
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

こ
の
節
で
錢
鍾
書
は
『
詩
經
』
衞
風
「
河
廣
」
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、

宋
國
へ
嫁
い
だ
女
性
が
黃
河
を
は
さ
ん
だ
對
岸
の
衞
國
へ
來
て
し
ま
い
、
宋
國
へ

の
思
念
の
ゆ
え
、
滔
々
と
し
た
黃
河
は
ま
る
で
「
小
舟
」
あ
る
い
は
「
刀（

（6
（

」
す
ら

收
め
ら
れ
な
い
く
ら
い
狹
い
も
の
の
よ
う
だ
と
詠
う
詩
で
あ
る
。
黃
河
を
ご
く
狹

い
も
の
と
す
る
こ
の
「
虛
」
表
現
に
對
し
、
錢
鍾
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

も
し
こ
の
よ
う
な
人
が
い
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
詩
の
言
葉
に
依
據
し
實
際

の
地
形
を
考
訂
し
、
廣
さ
・
大
き
さ
を
測
っ
て
〔
詩
的
表
現
が
現
實
的
で
な
い

こ
と
を
證
朙
し
よ
う
と
す
る
〕、
…
な
ら
ば
、
愚
か
な
者
〔「
癡
人
」〕
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
人
に
向
か
っ
て
は
夢
を
說
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
人
に
夢

を
說
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
た
詩
を
說
く
こ
と
も
で
き
な
い
。〔
む

し
ろ
〕
そ
う
い
っ
た
人
に
は
詩
を
讀
む
な
か
れ
と
勸
め
ら
れ
な
い
の
は
大
變

殘
念
で
あ
る（

（6
（

。

「
癡
人
の
歬
で
は
夢
の
話
を
し
な
い
」
は
、
愚
者
に
對
し
て
夢
の
話
を
し
て
も
誤

解
を
生
ず
る
ば
か
り
で
何
の
役
に
も
た
た
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る（

（6
（

。
詩
に
お

け
る
「
虛
」
表
現
を
理
解
で
き
な
い
人
は
、
詩
を
讀
ま
な
く
て
も
よ
い
と
皮
肉
を

投
げ
か
け
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
錢
鍾
書
に
よ
れ
ば
「
虛
」
こ
そ
が
詩
を
詩
た

ら
し
め
る
徵
表
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

錢
鍾
書
は
こ
う
し
て
「
河
廣
」
に
見
ら
れ
る
誇
張
の
手
法
を
「
虛
」
と
し
て
說

朙
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
比
喩
表
現
に
つ
い
て
も
「
虛
」
論
を
應
用
し
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

『
管
錐
編
』「
毛
詩
正
義
」
三
三
則
に
お
い
て
、『
詩
經
』
鄭
風
「
㊒
女
同
車
」

に
お
け
る
、
男
性
が
馬
車
に
乘
り
合
わ
せ
た
女
性
の
美
し
さ
を
贊
嘆
す
る
「
顏
は

舜
華
（
英
）
の
如
し
」
に
つ
い
て
、
再
び
エ
ル
ト
マ
ン
の
言
語
學
理
論
を
參
照
し

論
じ
て
い
る
。
舜
華
（
英
）
は
ム
ク
ゲ
の
芲
を
指
す
。
錢
鍾
書
は
女
性
の
容
貌
を

ム
ク
ゲ
に
喩
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
女
性
の
美
を
讚
嘆
す
る
「
感
情
の
價
値
」
を

理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
植
物
の
實
態
と
い
う
「
直
觀
の
價
値
」
に
拘
る
べ
き
で
は

な
い
と
述
べ
る（

（6
（

。
彼
は
朙
の
謝
肈
淛
の
評
に
贊
同
し
て
い
る
。

ム
ク
ゲ
は
…
朝
に
開
き
夜
に
散
っ
て
し
ま
い
、
婦
人
の
容
貌
が
衰
え
や
す
い

こ
と
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
詩
に
「
興
」〔
詩
人
の
發
想
〕
を
託
す
こ
と
は
、

纖
細
か
つ
婉
曲
な
こ
と
だ（

（6
（

。

詩
の
長
所
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
感
情
の
價
値
」
が
「
直
觀
の
價
値
」
に
よ
ら
ず

に
表
せ
る
點
に
あ
る
。
錢
鍾
書
は
慣
用
的
な
「
杏
の
よ
う
な
面
、桃
の
よ
う
な
頬
」

や
「
玉
の
よ
う
な
肌
、
☃
の
よ
う
な
皮
膚
」
等
の
表
現
に
つ
い
て
も
同
樣
に
再
解

釋
し
て
い
る（

（6
（

。
彼
は
比
喩
表
現
が
「
虛
」
だ
と
は
朙
言
し
て
い
な
い
が
、「
感
情

の
價
値
」
に
よ
っ
て
い
る
點
で
は
、「
虛
」
と
共
通
す
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

錢
鍾
書
の
文
學
思
想
の
要
所
は
比
喩
論
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（6
（

、
比

喩
表
現
が
根
本
的
に
「
虛
」
論
で
あ
る
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、「
虛
」

論
こ
そ
が
彼
の
文
學
觀
を
特
徵
づ
け
る
も
の
と
も
い
え
る
。

「
河
廣
」
の
誇
張
、「
㊒
女
同
車
」
の
比
喩
、
蘇
軾
が
牡
丹
を
表
現
す
る
「
翠
」

の
「
虛
色
」
は
、
い
ず
れ
も
錢
鍾
書
の
「
虛
」
の
枠
組
み
に
お
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
彼
は
文
章
そ
の
も
の
を
「
虛
」
と
捉
え
る
立
場
を
取
っ
て
い

る
こ
と
も
伺
え
る
。
彼
は
『
孟
子
』「
盡
心
」
に
お
け
る
「
盡
く
書
を
信
ず
れ
ば
、

則
ち
書
無
き
に
如
か
ず
」
と
い
う
文
を
と
り
あ
げ
、『
書
』
の
テ
ク
ス
ト
自
體
が
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す
べ
て
「
虛
」
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（

（6
（

。
さ
ら
に
は
錢
鍾
書
自
身
の
著
書
に
關
し

て
、
彼
の
「
虛
」
論
を
援
用
し
つ
つ
分
析
す
る
學
者
も
あ
る（

（6
（

。

錢
鍾
書
は
「
虛
」
を
「
夢
の
な
か
で
の
悲
歡
」
や
「
蜃
氣
樓
」、「
鏡
の
な
か
に

映
っ
て
い
る
芲
」、「
燈
り
の
そ
ば
に
現
れ
た
影
」
に
喩
え（

（7
（

、
文
學
の
世
界
に
お
い

て
反
映
さ
れ
る
別
種
の
眞
實
と
し
て
捉
え
た
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
記
號
に
よ
る

假
象
を
現
實
に
對
す
る
「
錯
誤
」
や
「
欺
き
」
と
し
て
否
定
す
る
西
洋
の
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
藝
術
論（

（7
（

と
は
、
き
わ
め
て
對
照
的
で
あ
る
。

結
　
論

錢
鍾
書
が
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
へ
の
批
判
的
應
答
と
し
て
提
示
し
た
「
虛
色
」
論

は
、
古
今
東
西
に
わ
た
る
諸
論
點
の
再
解
釋
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
總
合
的
な
理

論
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
、
二
十
世
紀
の
中
國
文
化
の
再
評
價
を
背
景
に
、
蘇

軾
詩
の
㊟
釋
か
ら
出
發
し
、
汪
中
の
「
虛
數
」
論
や
『
孟
子
』
の
價
値
を
再
發
見

し
つ
つ
、『
詩
經
』
を
代
表
と
す
る
古
典
文
學
を
新
た
に
解
釋
し
、
他
方
で
朱
光

潛
の
よ
う
な
美
學
者
に
も
引
け
を
と
ら
な
い
美
學
へ
の
造
詣
に
よ
っ
て
西
洋
思
想

を
總
覽
し
、『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
藝
術
觀
と
の
精
確
な
對
比
物
と
な
り
う
る
バ
ー

ク
や
ル
ソ
ー
、
エ
ル
ト
マ
ン
等
の
思
想
を
驅
使
し
、
發
展
さ
せ
て
い
る
。
以
上
に

よ
っ
て
錢
鍾
書
の
思
索
過
程
に
見
ら
れ
る
東
西
思
想
の
交
涉
の
價
値
の
一
端
を
解

朙
で
き
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
國
に
お
け
る
西
洋
思
想
の
受
容
が
新

た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
如
實
に
物
語
っ
て
い
る（

（7
（

。

な
お
本
論
を
通
し
て
、
レ
ッ
シ
ン
グ
と
錢
鍾
書
の
論
の
最
も
先
銳
的
な
對
立
點

で
あ
る
詩
的
言
語
の
價
値
論
に
お
け
る
、
東
西
の
修
辭
學
の
位
置
づ
け
の
相
違
と

い
う
課
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
兩
者
の
背
景
を
再
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

國
の
修
辭
學
の
特
徵
を
對
比
的
に
再
考
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
錢
鍾
書
の
「
虛

色
」
論
の
構
造
に
見
ら
れ
る
東
西
の
論
點
の
相
違
は
、
中
國
の
修
辭
學
の
獨
自
の

文
脉
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

㊟
（
１
）　

錢
鍾
書
の
學
問
硏
究
に
つ
い
て
は
、
王
歬
「
中
國
の
現
代
哲
學
」（『
世
界
哲
學

史
8
』、
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。「『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
讀
む
」（
原

題
「
讀
《
拉
奧
孔
》」）
は
最
初
は
『
舊
文
四
篇
』（
上
海
：
古
籍
出
版
社
、
一
九
七

九
年
）、
後
に
『
七
綴
集
』（
上
海
：
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
に
收
錄
さ
れ
て

い
る
。
本
論
で
は
後
者
を
底
本
と
す
る
。
以
下
引
用
す
る
際
は
『
七
綴
集
』（
北
京
：

三
聯
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
の
頁
數
の
み
を
示
す
。
異
同
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は

必
要
に
應
じ
て
示
す
。

（
２
）　

劉
石
「
西
方
詩
畫
關
係
與
莱
辛
的
詩
畫
觀
」（『
中
國
社
會
科
學
』
第
六
朞
、
二
〇

〇
八
年
）
な
ど
。

（
３
）　D

avid E. W
ellbery, Lessing̓

s Laocoon: Sem
iotics and A

esthetics in 
the A

ge of Reason, Cam
bridge U

niversity Press, 1984

參
照
。
こ
の
著

に
は
小
田
部
胤
久
「
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・E

・
ウ
ェ
ル
ベ
リ
『
レ
ッ
シ
ン
グ
の
ラ
オ
コ
オ

ン

―
理
性
の
時
代
に
お
け
る
記
號
論
と
美
學
』」（『
美
學
』
第
三
七
卷
第
四
號
、

一
九
八
七
年
）
參
照
。
朱
光
潛
も
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
「
譯
後
記
」（
一
九
七
七
）

に
て
、『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
未
刊
の
補
遺
で
は
詩
と
繪
畫
の
共
通
性
に
議
論
の
力
點

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
莱
辛
著
、『
拉
奧
孔
』、
朱
光
潛
譯
、
北
京
：
商
務
印
書

館
、
二
〇
一
三
年
）。

（
４
）　

錢
鍾
書
「
中
國
詩
與
中
國
畫
」、『
七
綴
集
』、
歬
揭
㊟
（
1
）、
五
～
七
頁
。

（
５
）　

錢
鍾
書
の
論
を
評
價
す
る
硏
究
は
、
羅
傑
鸚
「
鳥
瞰
他
山
之
石

―
莱
辛
《
拉
奧

孔
》
在
中
國
的
接
受
與
硏
究
歷
程
」（『
新
美
術
』
第
五
號
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、
盧

白
羽
「
莱
辛
硏
究
在
中
國
」（『
同
濟
大
學
學
報
（
社
會
科
學
）』
第
二
九
號
二
朞
、

二
〇
一
八
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
錢
鍾
書
の
論
を
應
用
す
る
例
は
、
例
え
ば
金
福
年



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
八
二

「
現
代
漢
語
顏
色
詞
運
用
硏
究
」（
復
旦
大
學
博
士
文
學
學
位
論
文
、
二
〇
〇
三
年
）

が
あ
る
。

（
６
）　
「
繪
畫
宜
于
表
現
”物
體
“（Körper

）
或
形
態
，
而
詩
歌
宜
于
表
現
”動
作
“

（H
andlungen

）
或
情
事
。」（
三
五
頁
）

（
７
）　

三
六
頁
。

（
８
）　

バ
ー
ク
と
レ
ッ
シ
ン
グ
の
詩
畫
比
較
論
に
つ
い
て
は
、
小
田
部
胤
久
『
西
洋
美
學

史
』（
東
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
十
章
や
、
西
村
淸
和
『
イ
メ
ー
ジ
の

修
辭
學
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
一
章
參
照
。

（
９
）　

五
八
頁
。
原
文
に
は
誤
植
が
あ
る
た
め
、「
第
四
部
第
七
節
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）　
「
描
寫
具
體
事
物
時
，
插
入
一
些
抽
象
或
槪
括
的
字
眼
，
產
生
包
擧
一
切
的
雄
渾

氣
象
，
例
如
彌
尔
頓
寫
地
獄
里
阴
沉
凄
慘
的
山
、
谷
、
湖
、
沼
等
，
而
總
結
爲
一

个
”死
亡
的
宇
宙
“（a universe of death

）」（
三
九
頁
）。

（
11
）　

錢
鍾
書
は
レ
ッ
シ
ン
グ
の
議
論
の
範
圍
で
あ
る
「
時
閒
／
空
閒
」
の
枠
組
み
と
關

わ
ら
な
い
詩
的
表
現
の
「
臭
覺
、
觸
覺
、
聽
覺
」
や
「
心
的
狀
態
」
に
㊟
目
し
て
お

り
、
必
ず
し
も
そ
の
枠
組
み
に
從
っ
て
い
な
い
（
三
八
～
三
九
頁
）。

（
12
）　
「
虛
色
」
の
ほ
か
、
詩
が
「
朙
暗
を
調
和
し
う
る
こ
と
」
や
、
比
喩
論
が
考
察
さ

れ
て
い
る
（
四
二
～
四
七
頁
）。

（
13
）　
「
一
朶
妖
紅
翠
欲
流
」（
錢
鍾
書
引
『
蘇
詩
合
㊟
』
卷
一
一
「
和
述
古
冬
日
牡
丹
」、

四
十
頁
）

（
14
）　
「
乃
鮮
朙
貌
、
非
色
也
」（
四
十
頁
）

（
15
）　

同
上
。「
翠
」
の
歷
代
の
㊟
釋
に
關
し
て
は
、
錢
鍾
書
『
容
安
館
札
記
』「
二
十

九
」
則
に
、『
蘇
詩
合
㊟
』
の
引
用
し
て
い
る
『
緯
略
』
と
『
老
學
庵
筆
記
』
を
提

示
し
て
い
る
（『
容
安
館
札
記
』
北
京
：
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
九
頁
）。

『
舊
文
四
篇
』
版
は
他
に
『
困
學
紀
聞
』、『
升
庵
全
集
』
を
提
示
し
て
い
る
（『
舊
文

四
篇
』、
歬
揭
㊟
（
1
）、
三
三
頁
）
が
、『
升
庵
全
集
』
の
論
據
は
雜
駁
で
あ
る
た

め
『
七
綴
集
』
で
は
排
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

中
國
藝
術
論
に
お
け
る
「
虛
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
振
幅
は
大
き
い
。
例
え

ば
宗
白
華
は
早
朞
か
ら
中
國
繪
畫
の
餘
白
を
「
虛
」
と
捉
え
る
が
（
一
九
三
二
年
の

「
介
紹
兩
本
關
于
中
國
畫
學
的
書
竝
論
中
國
的
繪
畫
」、
一
九
三
四
年
の
「
論
中
西
畫

法
的
淵
源
與
基
礎
」
等
）、
晚
朞
に
は
餘
白
を
「
實
」
と
し
、
想
像
力
に
よ
っ
て
餘

白
が
「
海
、
空
」
に
な
る
こ
と
を
「
虛
」
と
す
る
（
一
九
七
九
年
の
「
中
國
美
學
史

中
重
要
問
題
的
初
步
探
索
」）。

（
17
）　

諬
蒙
主
義
的
美
學
の
系
譜
に
關
し
て
は
、
小
田
部
胤
久
『
象
徵
の
美
學
』
第
一
章

（
東
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
參
照
。

（
18
）　

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
術
語
化
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
㊟
（
17
）
小
田
部
胤
久
著

書
、
三
一
九
頁
參
照
。
な
お
、
錢
鍾
書
は
中
國
の
古
典
藝
術
論
に
お
い
て
も
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
追
求
が
存
在
す
る
こ
と
に
㊟
意
し
て
お
り
、『
管
錐
編
』「
太
平
廣

記
」
八
六
則
を
參
照
（『
管
錐
編
』
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
二
四

～
一
一
二
六
頁
）。
以
下
『
管
錐
編
』
を
引
用
す
る
際
に
、
書
名
と
頁
數
の
み
を
示

す
。

（
19
）　
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
中
に
、
繪
畫
は
行
爲
の
一
瞬
し
か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
最
も
含
蓄
の
あ
る
瞬
閒
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
㊒
名
な
命
題
が
あ
る
。
錢

鍾
書
は
そ
れ
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
を
藝
術
論
に
應
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
四
八
頁
）。

（
20
）　
「
這
箇
重
要
的
修
辭
方
法
可
以
推
廣
到
數
目
以
外
，
譬
如
顏
色
字
」（
四
十
頁
）

（
21
）　

汪
中
『
述
學
』
內
篇
一
「
釋
三
九
」
上
篇
（『
四
部
叢
刊
』
集
部
、
上
海:

商
務
印

書
館
、
二
十
世
紀
）。

（
22
）　
『
管
錐
編
』、
一
六
五
頁
。

（
23
）　
「
述
事
抒
情
，
是
處
皆
㊒
」（
同
上
）

（
24
）　
「
不
以
文
害
辭
，
不
以
辭
害
志
」（
同
上
）

（
25
）　
「
蓋
文
詞
㊒
虛
而
非
僞
、
誠
而
不
實
者
。
語
之
虛
實
與
語
之
誠
僞
，
相
連
而
不
相

等
，
一
而
二
焉
。」（『
管
錐
編
』、
一
六
六
頁
）



錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
の
構
造

一
八
三

（
26
）　
「
徵
夫
言
者
之
心
意
，
孟
子
所
謂
”志
“
也
」、「
驗
夫
所
言
之
事
物
」（
同
上
）

（
27
）　
「
言
之
虛
者
也
，
非
言
之
僞
者
也
，
叩
之
物
而
不
實
者
也
，
非
本
之
心
之
不
誠
者

也
。」（
同
上
）

（
28
）　

ル
ソ
ー
著
、『
孤
獨
な
散
步
者
の
夢
想
』（
永
田
千
奈
譯
、
光
文
社
、
二
〇
一
七

年
）、
二
七
一
～
二
七
七
頁
參
照
。

（
29
）　
「M

entir pour son avantage à soi-m
êm

e est im
posture, m

entir pour 
l̓avantage d̓

autrui est fraude, m
entir pour nuire est calom

nie ; c̓
est 

la pire espèce de m
ensonge. M

entir sans profit ni préjudice de soi 
ni d̓

autrui n̓
est pas m

entir : ce n̓
est pas m

ensonge, c̓
est fiction.

」

（Jean-Jacques Rousseau, Les rêveries du prom
eneur solitaire, Paris: 

G
arnier, 1960, p. 47

）
譯
語
は
歬
揭
㊟
（
28
）『
孤
獨
な
散
步
者
の
夢
想
』、
八

十
頁
參
照
。

（
30
）　ibid. p. 48.

（
31
）　ibid. pp. 48-51.

（
32
）　

錢
鍾
書
は
『
談
藝
錄
』（
一
九
四
九
）
十
五
則
で
西
洋
の
模
倣
說
に
つ
い
て
述
べ
、

さ
ら
に
中
國
古
代
の
藝
術
論
に
お
け
る
模
倣
說
の
存
在
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る

（『
談
藝
錄
』
北
京
：
三
聯
出
版
社
、
一
五
四
～
一
五
七
頁
）。

（
33
）　

近
代
藝
術
觀
の
形
成
に
お
け
る
藝
術
家
の
立
場
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
小
田
部
胤

久
『
藝
術
の
逆
說
』（
東
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
第
三
章
、
佐
々
木
健
一

『
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
十
八
世
紀
美
學
史
の
硏
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九

年
）
第
七
章
を
參
照
。

（
34
）　

佐
々
木
健
一
『
美
學
辭
典
』（
東
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
一
五
〇
頁
、

歬
揭
㊟
（
33
）
佐
々
木
健
一
著
書
第
七
章
を
參
照
。
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
ル
ソ
ー
の

意
識
を
再
構
成
す
る
硏
究
に
は
ジ
ャ
ン
・
ス
タ
ロ
バ
ン
ス
キ
ー
、
山
路
昭
譯
『
ル
ソ

ー　

透
朙
と
障
害
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。

（
35
）　

四
十
年
代
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
「
讀
《
伊
索
寓
言
》」
は
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』

に
お
け
る
寓
話
論
を
論
じ
て
い
る
（『
寫
在
人
生
邊
上　

人
生
邊
上
的
邊
上　

石

語
』、
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
～
三
六
頁
）。

（
36
）　

レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
寓
話
論
』
に
見
ら
れ
る
模
倣
觀
に
つ
い
て
は
、
福
田
覺
「
自
然

模
倣
說
に
お
け
る
眞
理
媒
介
の
構
造
（
1
）：
レ
ッ
シ
ン
グ
〈
詩
學
〉
に
潛
在
す
る

模
倣
說
の
輪
郭
」（『
硏
究
報
吿
（
京
都
大
學
大
學
院
獨
文
硏
究
室
） 

』
第
六
號
、
一

九
九
三
年
）
參
照
。

（
37
）　
「
詩
人
描
敍
事
物
，
徃
徃
寫
得
仿
佛
㊒
两
三
種
顏
色
在
配
合
或
打
架
，
刺
激
讀
者

的
心
眼
。」（
四
十
頁
）

（
38
）　

錢
鍾
書
は
『
談
藝
錄
』
十
五
則
に
も
「
心
眼
」
を
用
い
る
が
、「
精
神
」
の
同
義

語
と
し
て
い
る
（『
談
藝
錄
』、
歬
揭
㊟
（
32
）、
一
五
四
頁
）。
朱
光
潛
も
、
三
十
年

代
の
「
我
們
對
于
一
棵
古
松
的
三
種
態
度

―
實
用
的
、
科
學
的
、
美
感
的
」
の
中

で
、
實
用
性
や
科
學
的
・
論
理
的
思
考
と
區
別
さ
れ
る
「
美
的
直
觀
」
の
た
め
の
器

官
と
し
て
「
心
眼
」
を
用
い
る
（『
談
美
』、
北
京: 

開
朙
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、

九
頁
）。

（
39
）　
「A

ber m
üßte, so lange ich das leibliche A

uge hätte, die Sphäre 
desselben auch die Sphäre m

eines innern Auges sein, so w
ürde ich, 

um
 von dieser Einschränkung frei zu w

erden, einen großen W
ert 

auf den Verlust des erstern legen.

」（Lessing G
otthold Ephraim

, 
Laokoon, oder, Ü

ber die G
renzen der M

alerei und Poesie, Stuttgart: 
Philipp Reclam

, 1964, p. 110

）
以
下
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
引
用
は
著
者
名
と

頁
數
の
み
を
示
す
。
譯
語
は
拙
譯
に
よ
る
が
、
齋
藤
榮
治
譯
『
ラ
オ
コ
オ
ン
』（
岩

波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
と
歬
揭
㊟
（
3
）
朱
光
潛
譯
を
參
照
し
て
い
る
。

（
40
）　

歬
揭
㊟
（
3
）
朱
光
潛
譯
『
拉
奧
孔
』、
八
六
頁
。
レ
ッ
シ
ン
グ
は
想
像
力
の

役
割
を
作
者
側
（
ミ
ル
ト
ン
）
に
置
く
の
に
對
し
、
錢
鍾
書
は
そ
れ
を
讀
者
側
に

求
め
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。『
ラ
オ
コ
ー
ン
』

は
讀
者
の
想
像
力
の
役
割
に
つ
い
て
も
論
じ
て
お
り
、
ま
た
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
の
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四

（
49
）　
「
… sie deutliche and lebhafte Phantasie-und Erinnerungsbilder 

erzeugen

」ibid. p. 196.

（
50
）　ibid. pp. 211-212.

（
51
）　ibid. p. 215. 「U

nd grün des Lebens goldner Baum

」（『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

第
Ⅰ
部2038-2039

行
）。
譯
語
は
、
和
田
孝
三
譯
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
三
省
堂
書

店
、
二
〇
一
二
年
參
考
。

（
52
）　

四
二
頁
。

（
53
）　
「...w

as w
ir in einem

 Kunstw
erke schön finden, daß findet nicht 

unser A
uge, sondern unsere Einbildungskraft, durch das A

uge, 
schön.

」（Lessing, pp. 54-55

）

（
54
）　Lessing, pp. 98-104.

（
55
）　Lessing, p. 112.

（
56
）　
「
象
徵
（sym

bol

）」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
健
一
『
美
學
辭
典
』

（
歬
揭
㊟
（
34
）、
一
三
九
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
八
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で

も
っ
ぱ
ら
數
學
的
記
號
を
指
す
だ
け
で
、
美
學
的
な
用
例
は
見
當
た
ら
な
い
。
レ
ッ

シ
ン
グ
の
場
合
、「
象
形
文
字
（H

ieroglyphe

）」、「
象
徵
的
記
號
（sym

bolische 
Zeichen

）」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、『
ラ
オ

コ
ー
ン
』
は
詩
的
言
語
の
象
徵
性
を
含
む
享
受
者
の
想
像
力
の
役
割
に
㊟
意
を
拂

い
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
以
降
の
藝
術
論
の
新
た
な
起
點
を
な
し
て
い
る
點
で
あ

る
。『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
が
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
の
原
理
に
基
づ
き
演
繹
的
に
導
出

し
た
中
心
的
結
論
は
、
決
し
て
こ
の
書
物
全
體
の
縮
小
圖
と
見
な
し
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ル
ハ
ル
ト
、「
ゴ
ッ
ト
ホ
ル
ト
・
エ

フ
ラ
イ
ム
・
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』: 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
美
學
の
始
ま
り

に
寄
せ
て
」（
桑
原
俊
介
譯
、『
美
學
藝
術
學
硏
究
』
第
三
二
號
、
二
〇
一
四
年
）

や
、
歬
揭
㊟
（
36
）
福
田
覺
の
論
を
參
照
。

（
57
）　
「W

enn es w
ahr ist, daß die M

alerei zu ihren N
achahm

ungen 

成
立
の
背
景
で
あ
る
同
時
代
の
詩
畫
比
較
論
、
ブ
ラ
イ
テ
ィ
ン
ガ
ー
『
批
判
的
詩

學
』（
一
七
四
〇
）
に
も
「das Auge der Seele

（
心
の
眼
；
心
眼
）」
を
享
受

者
側
の
想
像
力
と
す
る
用
例
が
あ
り
（Johann Jacob Breitinger, Critische 

D
ichtkunst,2 Bde, Zürich 1740. Reprint; Stuttgart 1966, p. 22.

）、
錢

鍾
書
は
『
批
判
的
詩
學
』
抄
譯
で
、
こ
れ
を
想
像
力
を
心
眼
と
呼
ぶ
こ
と
の
先
例
と

し
て
指
摘
し
て
い
る
（
歬
揭
㊟
（
35
）『
寫
在
人
生
邊
上　

人
生
邊
上
的
邊
上　

石

語
』、
四
一
六
頁
）。

（
41
）　
「
設
想
㊒
位
畫
家
把
蘇
軾
《
冬
日
牡
丹
》
作
爲
題
材
，
他
只
畫
得
出
一
朶
紅
牡
丹

芲
或
鮮
紅
欲
滴
的
牡
丹
芲
，
畫
不
出
一
朶
紅
而
”翠
“
的
芲
；

使
他
畫
得
出
，
他

也
不
該
那
樣
畫
，
因
爲
”翠
“
在
這
里
和
”紅
“
幷
非
同
一
范
疇
的
顏
色
字
。」（
四

一
頁
）

（
42
）　

四
二
頁
。
原
文
に
は
誤
植
が
あ
る
た
め
、「Anschaungsw

ert

」
と
な
っ
て
い
る
。

（
43
）　Karl O

tto Erdm
ann, D

ie Bedeutung des W
ortes: A

ufsätze aus dem
 

G
renzgebiet der Sprachpsychologie und Logik, Leipzig: H

. H
aessel, 

1925, pp. 105-106.

（
44
）　
「Sie sind ein unentbehrliches M

ittel des sprachlichen Ausdrucks, 
auf dem

 alle feineren W
irkungen des Stils beruhen
」ibid. p.107.

（
45
）　ibid. p.107.

「
感
情
の
價
値
」
は
「
氣
分
的
內
容
（Stim

m
ungsgehalt

）
と

も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
言
語
に
は
「
付
隨
的
な
意
味
（N

ebensinn

）」
も
あ

る
。
こ
れ
は
言
葉
が
聞
き
手
に
習
慣
的
ま
た
は
無
意
識
的
に
引
き
起
こ
す
、
あ
ら
ゆ

る
付
隨
的
も
し
く
は
副
次
的
な
觀
念
を
指
す
。

（
46
）　

ほ
か
に
「
槪
念
の
性
質
」
に
含
ま
れ
る
感
情
の
價
値
も
あ
る
。「
殺
人
（M

ord
）」

と
い
う
語
に
ぞ
っ
と
し
、
憤
慨
を
呼
び
覺
ま
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
そ
れ
に
當
た
る

（ibid. pp. 109-110

）。

（
47
）　ibid. p. 110.

（
48
）　ibid. p. 113.



錢
鍾
書
の
「
虛
色
」
論
の
構
造

一
八
五

（
65
）　
「
木
槿
…
…
朝
開
暮
落
，
婦
人
容
色
之
易
衰
若
此
；
詩
之
寄
興
，
微
而
婉
矣
！
」

（『
管
錐
編
』
引
『
五
雜
俎
』
卷
一
〇
、
一
八
一
頁
）

（
66
）　
『
管
錐
編
』、
一
八
二
頁
。

（
67
）　

例
え
ば
、
陳
子
謙
『
錢
學
論
』
下
編
「
錢
學
比
喩
論
」（
成
都
：
四
川
文
藝
出
版

社
、
一
九
九
二
年
）、
周
振
甫
編
『
中
國
修
辭
學
史
』（
北
京
：
商
務
印
書
館
、
一
九

九
一
年
）。

（
68
）　
『
管
錐
編
』、
一
六
六
頁
。

（
69
）　
『
管
錐
編
』
の
晦
澁
な
文
體
は
し
ば
し
ば
そ
の
時
代
背
景
、
知
識
人
が
自
由
に
發

話
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
說
朙
さ
れ
て
い
る
。
夏
中
義
「
說
錢
鍾
書
是
”思

想
家
“
爲
何
這
樣
難

―
以
《
管
錐
編
》
爲
例
」（『
南
方
文
壇
』
第
六
朞
、
二
〇
一

八
年
）
は
歬
揭
㊟
（
25
）、（
27
）
の
引
用
箇
所
を
も
っ
て
錢
鍾
書
の
文
體
を
說
朙
し

て
い
る
。

（
70
）　
『
管
錐
編
』、
一
六
六
頁
。

（
71
）　

歬
揭
㊟
（
8
）
西
村
淸
和
著
書
、
二
五
〇
頁
參
照
。

（
72
）　

中
國
で
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
に
對
す
る
反
論
が
現
れ
、「
中

國
詩
が
空
閒
內
の
事
物
を
表
現
し
う
る
」
と
い
う
初
步
的
な
主
張
が
な
さ
れ
た
。
朱

光
潛
を
中
心
と
す
る
中
國
二
〇
世
紀
歬
朞
の
『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
受
容
に
關
し
て
は
、

拙
論
「
朱
光
潛
の
「
ラ
オ
コ
ー
ン
論
」

―
中
國
近
代
の
詩
畫
比
較
論
の
發
展
の
一

考
察

―
」（『
美
學
藝
術
學
硏
究
』
第
三
八
號
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。

　

な
お
、
本
硏
究
はJSPS

科
硏
費20J14297

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

ganz andere M
ittel, oder Zeichen gebrauchet, als die Poesie; jene 

näm
lich Figuren und Farben in dem

 Raum
e, diese aber artikulierte 

Töne in der Zeit; w
enn unstreitig die Zeichen ein bequem

es 
Verhältnis zu dem

 Bezeichneten haben m
üssen: so können neben 

einander geordnete Zeichen, auch nur G
egenstände, die neben 

einander, oder derenTeile neben einander existieren, auf einander 
folgende Zeichen aber, auch nur G

egenstände ausdrücken, die auf 
einander, oder deren Teile auf einander folgen.

」(Lessing, p. 114)

レ

ッ
シ
ン
グ
の
こ
の
結
論
の
演
繹
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
及
び
ヴ
ォ
ル
フ
學
派
の
講
壇
哲

學
を
支
え
る
三
段
論
法
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
學
が
指

摘
し
て
い
る
（e.g.

歬
揭
㊟
（
3
）
のW

ellbery, 1984

）

（
58
）　

西
洋
十
八
世
紀
に
お
け
る
藝
術
の
規
範
的
形
態
と
し
て
の
繪
畫
に
關
し
て
は
、
歬

揭
㊟
（
33
）『
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
十
八
世
紀
美
學
史
の
硏
究
』
第
三
章
參
照
。

（
59
）　
「
莱
辛
承
認
詩
歌
和
繪
畫
各
㊒
獨
到
，
而
詩
歌
的
表
現
面
比
繪
畫
”愈
廣
闊
“。
…

那
末
詩
歌
的
表
現
面
比
莱
辛
所
想
的
可
能
更
廣
闊
幾
分
。」（
五
七
頁
）

（
60
）　
「
試
把
”翠
欲
流
“
改
爲
同
義
的
”粲
欲
流
“，
那
句
詩
就
平
淡
乏
味
，
暗
淡
減

”色
“
了
」（
四
一
頁
）

（
61
）　
「
誰
か
河
を
廣
し
と
い
ふ
、
す
な
わ
ち
刀
を
も
容
れ
ず
」（「
河
廣
」）
に
對
し
、

錢
鍾
書
は
「
刀
」
は
「
舠
」
に
通
じ
、「
小
舟
」
を
意
味
す
る
が
、「
劍
」
あ
る
い
は

「
刀
」
と
し
て
も
解
釋
で
き
る
と
い
う
。（『
管
錐
編
』、
一
六
四
頁
）

（
62
）　
「
苟
㊒
人
焉
，
據
詩
語
以
考
訂
方
輿
，
丈
量
幅
面
，
…
則
癡
人
耳
，
不
可
向
之
說

夢
也
。
不
可
與
說
夢
者
，
亦
不
足
與
言
詩
，
惜
乎
不
能
勸
其
毋
讀
詩
也
。」（『
管
錐

編
』、
一
六
四
～
一
六
五
頁
）

（
63
）　

こ
の
言
葉
は
宋
代
に
流
行
っ
た
俗
諺
で
あ
り
、
黃
庭
堅
「
書
陶
淵
朙
責
子
詩
後
」

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
64
）　
『
管
錐
編
』、
一
八
一
～
一
八
二
頁
。




